
























楊  国 慶 「 南 京 台 城 の 今 昔 」


























































































































１ 太廟 ２ 社稷 ３ 翰林院 ４ 太医院 ５ 鴻臚寺 ６ 会同館
７ 烏蛮駅 ８ 通政司 ９ 欽天監 10 山川壇 11 先農壇 12 浄覚寺
13 呉王府 14 応天府学 15 大報恩寺 16 大理寺・五軍断事官署・審刑司














































































の13門を設けていた。また頂上部分には、 　 口 
ひめ がき
13,616か所と窩鋪（番小屋）200座が設置され
ていた。
柑 台城とは、六朝建康の宮城建康宮のことであ
る。六朝では「台」は朝廷を意味した。東晋の
成帝が咸和５年（330）に呉の苑城跡に建設し
た（『建康実録』巻七、咸和七年原注引『図経』）。
周囲八里とされている。中村圭爾『六朝江南地
域史研究』（汲古書院、2006）参照。現在、台
城と俗称されているところは、南は鶏鳴寺に隣
接している。本文にもあるように、後世、誤っ
て六朝の宮城遺址と伝えられた。この台城の北
側、解放門上に南京市明城垣史博物館が設置さ
れ、1998年５月に開館した。
桓 金陵四十八景　清、徐壽卿編『金陵四十八景』
（民国９年上海書局石印本を影印、中国園林名
勝志叢刊、広陵書社、2006年）の目録には、
14番目に「北湖煙柳」を挙げている。本文中の
「徐上添」とは徐壽卿のことであろう。
棺 韋莊（836～910）　唐・五代の詩人。京兆杜
陵（陝西省長安県）の人。黄巣の乱後、荒廃し
た長安を見て作った「秦婦吟」は人口に膾炙し
た。六十歳近くになって進士に及第したのち、
王建の前蜀に仕えて宰相をつとめた。本文に掲
げるのは、「台城」と題する詩で、聶安福箋注『韋
莊集箋注』巻四（上海古籍出版社、2002年）
に収められている。
 
附記
　楊国慶氏は、南京市明城垣史博物館の研究員で
ある。著書に『南京明代城墻』（南京出版社　2002
年）、『南京城墻志』（王志高氏と共著、鳳凰出版社　
2008年）などがあり、現在、南京城研究の第一
人者として活躍している。これまで2005年８月
と2009年９月に行った私たちの南京城壁調査の
際に協力していただいた。楊氏によって書かれた
この小篇（原題「風雨鍾山話台城」）は、『江蘇工
人報』2009年10月13日付（第４版）に掲載され
たものである。
　文中で触れられている平山郁夫先生が79歳で
亡くなられたのは、それから一月余りの12月２日
のことであった。シルクロード遺跡をはじめアジ
アの文化遺産の保存と修復に大きな貢献を残さ
れた平山先生のその足跡については、新聞その他
に掲載された追悼記事などであらためて紹介さ
れた。しかし南京城壁修復の協力活動への貢献は
日本ではあまり知られていないので、ここに訳出
して紹介する次第である。深い追悼の意を込めて
本誌上での訳出を快諾された楊国慶氏にあらた
めて謝意を申し上げます。
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